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令和８年１０月１３日 

１ 目的 

生徒同士や生徒と教職員とのコミュニケーションを充実させるとともに、進路について考える時間、

自主的な学習や活動の時間を確保する。 

また、心身のリフレッシュや時間にゆとりを持った学校生活につなげ、生徒が自ら時間の使い方を

考え、目的意識を持って過ごすことを通して、主体的な学びや学校生活の実現を目指す。 

２ 実施日 

毎週木曜日を「プレミアムデー」とする。 実施開始日：令和８年１１月５日（木） 

※木曜日が職員会議日は、４０分授業ではなくプレミアムデーの日課を優先する。 

３ 実施内容 

（１）木曜日は、昼食終了時刻までは通常日と同じ日課とする。 

（２）昼食終了後の昼 SHR、昼学及び清掃を行わず、放課後にゆとりある時間を確保する。 

（３）授業終了後の時間は、生徒が目的を持って自主学習、進路学習、諸活動、休養等に活用する。 

（４）具体的な授業時程については、別に定める「プレミアムデー日課表」による。 

４ 実施に当たっての留意事項 

（１）昼 SHR等を実施しないことに伴い、生徒の状況把握や必要な連絡が滞らないよう、各学年・

担任・関係分掌で連携し、必要な連絡手段を確保する。出欠も授業終了後、即入力の徹底を。 

（２）生徒が時間を有効に活用できるよう、目的意識を持った過ごし方について、必要に応じて生

徒へ周知・指導する。 

（３）授業時数、生徒の時間管理、清掃の教育的意義、他の日への業務の偏り等に留意し、実施中

に課題が生じた場合は、関係職員間で共有して改善を図る。 

（４）保護者及び生徒への周知は、ｽｸﾘﾚ等の連絡ツール、掲示物、SHR等の機会を活用して行う。 

５ 検証及び今後の取扱い 

令和８年１２月末を目途に、職員及び生徒を対象としたアンケートを実施し、プレミアムデーの効

果と課題を検証する。アンケート結果等を踏まえて実施方法を検討し、令和９年１月の職員会議に

おいて、令和９年度の実施について提案する。 

６ その他 

本要項に定めのない事項や、実施に当たって調整が必要な事項については、関係職員で協議の上、

対応する。 


